
「社会参画できる力」の育成を目指した「市役所プラン」の取組 
～富士市立高等学校の総合的な学習の時間「究タイム」の核として～ 

 
富士市教育委員会 

 
１ 富士市立高等学校改革基本計画 
 富士市立高等学校は、富士市教育委員会が学校改革に向けて平成１７年度から検討を始め、平成２３年４月
に開校した。「富士市立高等学校改革基本計画」が平成２１年６月に策定され、次にあげる「目指す学校像」、「育
てたい生徒像」の実現を目指している。 
（１） 目指す学校像 
 ① コミュニティー・ハイスクール 
 ② 夢実現高校（ドリカム・ハイスクール） 
 ③ 探究の精神に満ちた高校 
（２） 育てたい生徒像【自律する若者】 
① 自らが見出した夢の実現に向け、主体的に学び、探究し続ける生徒 
② 多くの人との交わりの中で、互いを尊重しながら自らを表現できる人間性豊かな生徒 
③ 国際的視野に立ち、高い見識を持って、富士市や社会に貢献できる生徒 

 
２ 総合的な学習の時間「究タイム」の概要 
 育てたい生徒像に掲げられている、「社会に参画する力」「多様な価値観を受容する力」「課題発見・課題解決
力」「協働的に課題解決できる力」の育成の核となる学習として、総合的な学習の時間「究タイム」を実施して
いる。３年間を通して、様々なテーマと向き合いながら、探究的な学習が段階的に高まるように単元設定され
ている。 
（１）第１単元「序」（１年生前期） 
 ブレーンストーミング、KJ法など、課題を見つけ、情報を集め、表現するための基本的な方法を学ぶ。 

（２）第２単元「論」（１年生後期） 
 ディベートを行い、多角的な物事の見方、論理的な考え方を学び、協同して課題を解決する力を身につ
ける。 

（３）第３単元「活」～市役所プラン～（２年生前期） 
 富士市が抱える課題に取り組み、高校生としての解決策を練り、プレゼンテーションする活動を通して、
地域の一員としての意識を高める。 

（４）第４単元「究」（２年生後期） 
 これまで学んだ知識や技能を活用して、自分自身が興味のあるテーマについて探究する。 

（５）第５単元「夢」（３年生前期） 
 探究学習の仕上げとして、自分自身の人生プランを考え、そのための進路を具体的に考える。 

 
３ 総合的な学習の時間「究タイム」の特長 
（１）カリキュラムの特長 
・３学科（総合探究科、ビジネス探究科、スポーツ探究科）共通の内容で実施している。 
・「総合的な学習の時間」と「情報」を関連させた指導計画を作成している。 
・校外学習や外部講師の招請をしている。 
・年度当初に、単元オリエンテーション（４～６時間）を設定している。 

（２）校内組織の特長 
・「総合的な学習の時間」の計画・連絡調整を担当する分掌「企画研究課」を設置している。 
・全ての授業を２名のティームティーチングで実施している。 
・授業担当者会議を時間割に位置づけている。 

（３）学習環境の特長 
・「探究学習」の授業では、必ずPC教室が利用できるよう、教室が配当されている。 
・学校図書館が、グループでの協議・制作を行う場としても活用されている 
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市役所プランのカリキュラム改善のポイントと効果 
 
１ 平成２５年度のカリキュラム改善のポイント 
 本年度の校外学習は大幅に活動を見直し、地域課題の現場で生徒自身が様々なことを感じ、課題設定につな
げるために、体験的な活動を設定した。それぞれの校外学習先での活動内容を下の表にまとめた。◎は今年度
新たに設定した内容、○は昨年度から継続して設定されている内容である。 

 
２ 校外学習の自己評価アンケート 

 
  校外学習での取組を生徒自身が自己評価するためのアンケートを実施し、集計結果を次のグラフにまとめ
た。 
 「校外学習の活動の中で、事前調査では得られなかった情報を得ることができましたか？」の問いでは、「で
きた」と「まあできた」を合わせて 215 人（97.3％）の生徒が、校外学習先で初めて見たり、聞いたりした情
報や気付きを得ることができている。インターネットで多くの情報が得られる現在でも、地域課題の現場でし
か得られない情報があることを多くの生徒が体験できており、担当者が意図した活動が実施できたと考えられ
る。 
 また、「同じグループの生徒同士で協力して活動できましたか？」の問いでも、147人（66.5％）の生徒が「で
きた」と「まあできた」を合わせて221人（94.5％）の生徒が、協同的に活動できたことも読み取れる。 
 しかし、「協力してくださった方に、積極的に質問ができましたか？」の問いでは、「できた」「まあできた」
の生徒は 114 人（51.6％）にとどまり、世代を越えたコミュニケーションを必要とする活動に苦手意識や恥ず
かしさなどにより自分から積極的には行動できなかった生徒が、その他の観点と比べて多くなっている。 
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課 内容 体験 
活動 

講話 聞き取り 
調査 

防 
災 

地域防災に関する協議、危険箇所調査 ◎  ◎ 
防災体制の説明と免震構造の見学、防災無線体験 ◎ ◎  
避難所運営シミュレーション実習 ○ ○  

環 
境 

富士山麓での廃棄物処理実習、最終処分場見学 ◎ ◎  
自動車解体・中古部品リサイクル見学・実習 ◎ ◎  

観 
光 

富士市の観光スポットの取組調査（しらす街道）  ○ ○ 
吉原商店街の商店街振興の取組調査  ○ ◎ 
富士本町商店街の商店街振興の取組調査  ○ ◎ 

健 
康 

高齢者健康講座への参加と参加者・講師への聞き取り① ◎  ◎ 
高齢者健康講座への参加と参加者・講師への聞き取り② ◎  ◎ 
幼児・児童への体操指導者講習 ◎   



３ 校外学習レポート 
 校外学習での活動内容、気付き、新たな疑問や今後の課題等をまとめた校外学習レポートから、何人かの生
徒のコメントを紹介する。 
① 防 災 
・HUG（避難所運営ゲーム）を体験してみて、実際、災害が起きたときのことを考えると対応のスピードや
物の置く場所の確保ができず、混乱しそうになりそうです。これらのことを通じて、自分一人ではあまり分
からないことも、みんなでやれば新たな発見や対応の仕方が多く出て、とても自分にプラスになることが多
かった。 
・町内会長さんのお話を聞いて、町の人たちは災害が起きた際に、高校生の力を特に必要とするというお話
がとても印象に残りました。高校生にできることはとても多く、自分が積極的に動かなければ、町は守れな
いんだなと強く感じました。 
② 環 境 
・実際にゴミが捨てられている現場を見て、多さとそのゴミの種類に驚きました。やはり山の方までわざわ
ざ捨てにくる人が本当にいるんだなと思いました。テレビやまだ使われていないクリームなどもったいない
と思うものばかりが捨てられていました。 
・普段見ることができない車をリサイクルしている会社は、初めて知ることばかりで、多くの発見がありま
した。車をリサイクルすると熱エネルギーとして再利用したり、車のパーツを直してパーツを売ったり、リ
サイクルといっても多くの種類があると知り、びっくりしました。イワマワークスでは、廃棄物が全体の２
～３％しか出ていなくて、多くの車をリサイクルしているのにすごいと思いました。 
③ 観 光 
・今回お話を伺ったり、実際に行って伺ったことを通し課題と感じたことがある。営業者さんが奥の方に行
き過ぎではないかということだ。全体的に、商品を前に出して、レジや人は本当に奥の方にいるという光景
が見られた。実際自分たちもそうだったのだが、人がいるか、いないかという店は、初めて入る人には勇気
がいる。常連だけではなく、これからは初めての方にも来てもらえるというのが理想になってくると感じた。 
・話を聞いて、私は、すごくしらすが食べたくなった。だけど、物足りなかった。（中略）正直に言うと、市
の人が言っていた「富士市にお金を落としてもらいたい」というのもあまり良くないと思う。なぜかという
と、私はこの校外学習をする前に、ディズニーランドに研修に行ってきた。そこではお客様にハピネスを届
けるという精神でやっていた。たとえ本心であっても、このような考え方を生かした方がいいと思った。 

④ 健 康 
・実際に自分たちがゲームをして、自分たちが先生に上手にコントロールされていると感じた。鬼ごっこ系
のゲームでは、鬼はいつも先生で、追いかけるけど絶対に捕まえることはしなかった。（中略）幼児の指導を
するには、子供たちの興味をひいたり、安全に遊ばせたり、全員を楽しませたりと、やらなければならない
ことがたくさんあって大変だと思った。 
・今回の活動で感じたことは、高齢者の人たちの健康についての意識がとても高いということです。（中略）
もっと健康で生活を送るために、このような体操などを行うイベントを増やしていき、高齢者だけでなく、
青年の人やたくさんの人たちに健康で長生きができるように呼びかけをするように提案したい。 

 
4 改善の効果 
 校外学習に体験的な活動を取り入れたことにより、体験からしか感じられない強い実感を持って、様々な情報
を収集できたことが伺える。レポートには、解決したい課題をすでに発見できている生徒も見られた。その他
にも、生徒たちは、校外学習において、教員の期待する活動が概ねできていたことが、アンケートの結果から
はっきりと示された。 
 このように体験を通して感じた強い課題意識を班員相互で共有し、課題解決に向けた協同的な活動を通して、
「社会参画できる力」の育成につなげていきたい。この単元を通して、社会参画につながる、地域課題に対す
る考え方や、自ら課題解決しようとする態度が、どのように変化したのかを評価し、次年度のカリキュラム改
善につなげていきたい。 


